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白
い
じ
ゃ
り
の
路
面
が
、
み
る
み
る
黒
く
化
粧
さ
れ

て
い
く
。

　
道
路
の
舗
装
も
、
花
嫁
の
お
化
粧
と
同
じ
で
洗
顔
、

下
地
、
仕
上
げ
の
順
序
を
た
ど
る
。

　
洗
顔
に
あ
た
る
の
が
、
路
床
の
入
れ
か
え
で
、
厚
さ

五
十
独
．
前
後
の
古
い
路
盤
が
と
り
除
か
れ
、
そ
し
て
新

た
に
切
り
込
み
砂
利
で
、
下
地
に
あ
た
る
下
層
路
盤
が

つ
く
ら
れ
る
。

　
細
島
と
新
壁
厚
を
結
ぶ
縦
断
幹
線
道
路
の
う
ち
、
い

ま
塩
見
橋
か
ら
伊
勢
ケ
浜
入
口
ま
で
千
二
百
折
の
舗
装

O

工
事
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。

　
洗
顔
、
下
地
は
全
部
終
わ
り
、
い
ま
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

に
よ
る
最
後
の
仕
上
げ
化
粧
が
急
ピ
ッ
チ
。

・
現
場
は
舗
装
用
機
械
の
エ
ン
ヂ
ン
が
う
な
り
を
あ

げ
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
積
ん
だ
大
型
ダ
ン
プ
が
行
き
か

う
。
ロ
ー
ラ
ー
を
動
か
し
路
面
を
て
ん
圧
し
て
い
る
若

者
、
フ
ー
イ
ニ
ッ
シ
ヤ
ー
の
ハ
ン
ド
ル
を
に
ぎ
り
、
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
を
敷
き
つ
め
て
い
る
若
者
、
若
い
力
が
道
路

舗
装
の
主
役
。
黒
く
そ
し
て
な
め
ら
か
に
路
面
を
を
つ

く
り
あ
げ
る
。

　　　　　　　　　　　　今月の主な内容

2ページ．．．．．．ことしの施政方針と三

　　　　　　月議会できまったこと。3ページ

4ページ　新予算20億9千万円の
5ページ… gいみち。

6ページ．．．市議選挙はこうして。

　　　　　市制施行20周年。7ページ

　8ページ……お知らせ。
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こ
と
し
の
三
月
定
例
市
議
会
は
、
さ

る
六
日
か
ら
二
十
日
ま
で
会
期
を
十
五

日
間
と
し
て
開
か
れ
条
例
改
正
な
ど
十

七
議
案
と
、
総
額
二
十
億
九
千
二
百
万

円
に
の
ぼ
る
新
予
算
を
き
め
ま
し
た
。

　
ま
た
児
玉
市
長
は
、
今
議
会
席
上
、

こ
と
し
の
市
政
の
す
す
め
か
た
に
つ
い

て
「
地
域
振
興
対
策
の
推
進
、
生
活
環

境
の
改
善
、
教
育
施
設
の
充
実
の
三
つ

を
重
点
目
標
に
、
一
般
行
財
政
の
合
理

化
、
効
率
化
に
つ
と
め
な
が
ら
、
魅
力

あ
る
地
域
社
会
を
建
設
し
た
い
」
と
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
語
り
ま
し
た
。
．

◇

◇
・

◇

ご
承
知
の
よ
う
に
、
一
九
六
〇
年
代

畿
鰯
鍵
郵
繋
菱

織
歌
調

　
　
生
産
性
の
高
い
農
業
経
営
を
育
成
し
、

　
　
農
業
構
造
の
改
善
を
は
か
る
た
め
の

　
総
合
施
策
を
強
力
に
実
施
す
る
た
め
、

　
　
こ
と
し
は
ま
つ
、
農
業
振
興
地
域
整
備

　
計
画
を
た
て
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
改

　
善
事
業
を
す
す
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
も
ち
ろ
ん
大
規
模
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト

　
事
業
も
、
関
係
町
と
緊
密
な
連
絡
を
と

　
り
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
そ
の
促
進
を

　
　
は
か
り
ま
す
ル
、
塩
見
地
区
か
ら
財
光

　
寺
、
秋
留
地
区
に
通
ず
る
第
二
農
免
道

　
路
の
建
設
、
団
体
営
農
道
舗
装
事
業
、

　
受
託
に
よ
る
農
道
舗
装
事
業
、
林
道
整
．

　
備
な
ど
農
林
業
振
興
の
た
め
の
道
路
整

　
備
、
さ
ら
に
は
水
産
資
源
の
保
護
増
殖

　
漁
業
構
造
改
善
事
業
の
実
施
な
ど
を
中

　
　
心
に
し
た
、
漁
業
振
興
対
策
に
は
と
ぐ

　
　
に
前
向
き
の
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
ま
い

　
り
ま
す
。

　
　
　
原
町
商
店
街
、
街
路
灯
設
置
に
必
要
＼
・

、
・

は
、
い
ち
ぢ
る
し
い
経
済
の
発
展
に
と

も
な
い
、
住
民
の
生
活
水
準
は
漸
次
上

昇
し
、
．
そ
の
生
活
態
様
は
都
市
化
、
均

衡
化
の
方
向
に
す
す
み
つ
つ
あ
る
と
は

い
え
、
そ
こ
に
は
社
会
資
本
の
充
実
、

教
育
お
よ
び
社
会
福
祉
対
策
、
さ
ら
に

は
公
害
、
交
通
、
消
費
生
活
な
ど
こ
ん

ご
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多
く
の

問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
日
向
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
例
え
ば

美
々
津
地
区
国
営
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の

推
進
、
長
距
離
大
型
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
の

就
航
、
定
期
航
．
路
、
さ
ら
に
日
豊
本
線

の
電
化
着
工
、
国
道
三
二
七
号
線
の
決

定
、
各
種
企
業
の
立
地
な
ど
に
よ
り
、

人
口
も
徐
々
に
増
加
し
、
生
産
所
得
も

　
生
活
環
境
の
改
善
は
、
市
民
の
健
康

と
福
祉
の
向
上
に
直
結
す
る
も
っ
と
も

重
要
な
問
題
で
あ
り
、
と
く
に
社
会
福

祉
の
う
ち
老
人
対
策
に
つ
い
て
は
、
そ

の
原
因
も
、
平
均
寿
命
の
延
長
に
よ
る

人
口
構
成
の
老
令
化
や
、
生
活
様
式
、

住
居
様
式
の
変
化
、
家
族
制
度
の
問
題

な
ど
複
雑
な
も
の
が
あ
り
、
老
人
の
生

活
は
社
会
的
に
孤
立
化
の
傾
向
に
あ
り

ま
す
の
で
、
こ
と
し
は
居
宅
老
人
対
策

と
し
て
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
設
け
る

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
健
康
検
診
、
家
庭
奉
仕
員

に
よ
る
老
人
の
世
話
、
老
人
ク
ラ
ブ
援

助
、
敬
老
年
金
の
受
給
者
の
幅
を
広
ろ

げ
る
な
ど
、
老
人
福
祉
向
上
に
つ
と
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
に
母
子
世
帯
生
活
つ
な

ぎ
資
金
制
度
を
設
け
、
母
子
家
庭
の
生

活
向
上
と
母
子
家
庭
が
経
済
的
に
自
立

し
て
行
け
る
よ
う
に
し
、
身
体
障
害
者

精
神
障
害
者
対
策
に
つ
い
て
も
、
国
の

制
度
な
ど
を
適
切
に
運
営
し
て
、
で
き

る
限
り
ご
期
待
に
そ
い
た
い
と
思
い
ま

す
。　
住
宅
対
策
に
つ
い
て
は
、
年
次
計
画

の
線
に
そ
っ
て
引
き
続
き
櫛
の
山
地
区
＼

｛教育施設の充実

お
お
む
ね
順
調
に
伸
び
つ
つ
あ
る
現
状

に
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
物
心
と
も
に
真
に

豊
か
な
人
間
社
会
を
建
設
す
る
た
め
に

は
、
や
は
り
長
期
的
展
望
の
も
と
に
日

常
生
活
に
密
着
し
た
公
共
施
設
を
整
え

重
点
施
策
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
必

要
の
あ
る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
考
え
方
で
、
今
年
度
は

①
地
域
振
興
対
策
の
推
進
。
②
生
活
環

境
の
改
善
。
③
教
育
施
設
の
整
備
を
重

点
目
標
に
、
こ
れ
ま
で
に
ま
し
て
財
源

の
効
率
的
運
用
を
は
か
り
な
が
ら
、
魅

力
あ
る
郷
土
づ
く
り
に
精
い
っ
ぱ
い
努

力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
ん
ご
も
は
げ
し
く
変
動
す
る
で
あ

ろ
う
高
度
化
社
会
に
対
応
し
て
、
よ
り

よ
い
日
向
市
を
築
き
な
が
ら
、
地
域
住

民
自
ら
の
人
生
を
意
義
あ
る
も
の
に
す

る
た
め
に
は
、
市
民
一
人
一
人
の
能
力

を
充
分
に
開
発
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ

り
、
特
に
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え
ま
す

　
そ
の
た
め
に
こ
そ
学
校
教
育
、
社
会

教
育
、
家
庭
教
育
の
こ
の
三
つ
を
有
機

的
に
総
合
的
に
す
す
め
て
ゆ
く
必
要
を

痛
感
す
る
わ
け
で
す
。

　
こ
と
し
は
財
光
寺
小
学
校
の
増
築
、

平
岩
小
学
校
の
屋
内
運
動
場
建
設
、
塩

見
小
学
校
の
新
校
舎
用
地
取
得
、
日
向

中
学
校
の
増
築
、
美
々
津
中
学
校
の
危

険
校
舎
改
築
な
ど
の
事
業
を
、
国
県
補

助
を
得
て
す
す
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
保
護
者
の
教
育
費
負
担
に
つ
い
て
も

で
き
る
限
り
軽
減
の
方
向
に
つ
と
め
、

ま
た
青
年
学
級
、
婦
人
学
級
」
家
庭
学

級
と
も
ど
も
に
開
設
し
、
郷
土
愛
を
も

ち
、
勤
勉
で
心
の
豊
か
な
人
づ
く
り
に

っ
と
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
勤
労
青
少
年
の
か
た
が
た
が
、
・

心
身
と
も
に
健
康
を
維
持
し
、
快
適
な

労
働
環
境
の
中
で
福
祉
を
増
進
す
る
た
＼

r
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3っの重点聴策で

◇
　
・

◇◇

」・∬，

押．

レな
助
成
、
引
き
続
い
て
信
用
保
証
協
会

に
必
要
な
資
金
の
一
戸
も
実
施
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
・

　
ま
た
、
市
街
地
北
部
の
振
興
対
策
に

つ
い
て
は
、
と
り
あ
え
ず
所
要
の
調
査

費
を
計
上
し
、
草
場
～
細
島
線
に
所
在

す
る
踏
切
り
対
策
、
こ
れ
に
関
す
る
細

島
線
の
存
廃
、
日
向
市
駅
高
架
な
ど
、

重
要
か
つ
極
め
て
困
難
な
問
題
に
も
真

剣
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
大
王
谷
開
発
事
業
は
、
昭
和
四

十
五
年
度
事
業
と
し
て
、
本
年
早
々
に

学
校
予
定
地
を
中
心
に
、
造
成
に
着
工

す
る
予
定
で
し
た
が
、
計
画
区
域
の
全

般
に
わ
た
る
再
試
算
の
必
要
な
ど
か
ら

着
工
も
遅
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
分
は
四

十
六
年
に
上
積
み
し
て
実
施
す
る
こ
と

　
　
　
　
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
道
路

　
　
　
、
橋
の
整
備
、
維
持
補
修
は
、

　
　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
年
次
計
画
の
線
に

　
そ
っ
て
す
す
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た

1生活環境の改善i

　
　
　
　
　
　
　
　
r
ぐ

に
建
設
し
、
住
宅
団
地
内
の
道
路
整
備

費
も
計
上
し
ま
し
た
。

・
さ
ら
に
、
都
市
下
水
路
事
業
、
草
場

大
曲
線
の
街
路
事
業
、
同
じ
く
舗
装
事

業
、
亀
崎
、
春
原
両
地
区
の
区
画
整
理

事
業
、
東
部
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業

な
ど
、
都
市
基
盤
整
備
も
積
極
的
に
お

し
す
す
め
、
ま
た
こ
と
し
か
ら
曾
根
地

区
の
区
画
整
理
事
業
に
も
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
水
道
事
業
は
、
港
湾
整
備
、
都
市
化

に
と
も
な
っ
て
、
．
年
ご
と
に
給
水
量
も

増
加
し
て
い
ま
す
の
で
、
本
年
度
は
給

水
人
口
四
万
一
千
人
の
施
設
ま
で
に
整

備
い
た
し
ま
す
。
美
々
津
、
遠
見
の
簡

易
水
道
は
、
改
良
整
備
を
行
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

水
不
足
を
解
消
し
、
ま
た
幸
脇
簡

易
水
道
も
、
こ
と
し
の
五
月
末

に
は
完
成
す
る
見
込
み
で
、

百
三
十
戸
程
度
の
給
水
を
且
標
　
　
・
ひ

に
事
業
を
す
す
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

め
、
こ
ん
ど
完
成
し
た
勤
労
青
少
年
体

育
セ
ン
タ
ー
横
に
、
こ
と
し
は
引
き
続

い
て
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
を
建
設
い
た

し
ま
す
。

　
財
光
寺
の
尻
無
川
地
区
の
運
動
公
園

建
設
費
も
増
額
し
、
こ
と
し
は
野
球
場

運
動
場
の
整
備
な
ど
を
す
す
め
、
市
民

の
憩
い
の
場
の
確
保
に
つ
と
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
青
年
学
級
、
家
庭
学
級
の
充
実
、
さ

ら
に
青
年
婦
人
団
体
、
噛
そ
の
他
の
団
体

の
充
実
、
ま
た
協
議
会
、
研
修
会
の
推

進
を
な
す
と
と
も
に
、
年
次
的
に
地
区

公
民
館
の
建
設
も
す
す
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
以
上
、
重
点
施
策
の
あ
ら
ま
し
を
述

べ
ま
し
た
が
、
ほ
か
に
公
害
対
策
を
は

’
　
じ
め
、
交
通
安
全
、
消
費
者
保
護

「
．
な
ど
生
活
行
政
も
強
力
に
お
し
す

『
す
め
、
豊
か
な
地
域
社
会
を
つ
く

　
り
あ
げ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

’
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名
誉
市
民
に
青
木
市
蔵
氏

八
十
才
か
ら
敬
老
年
金

　
三
月
六
日
か
ら
十
五
日
間
に
わ
た
っ

て
開
か
れ
た
三
月
定
例
市
議
会
で
、
二

十
億
九
千
二
百
万
円
に
の
ぼ
る
新
予
算

と
、
十
七
の
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

二
十
億
円
の
「
な
か
み
」
は
次
頁
で
ご

説
明
す
る
こ
と
に
七
て
、
こ
乙
で
は
そ

の
ほ
か
の
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＊
三
人
め
の
名
誉
市
民

　
こ
ん
ど
の
市
議
会
で
、
青
木
市
蔵
氏

（
市
内
日
知
屋
堀
一
方
・
七
四
才
）
が

名
誉
市
民
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
日
向
市
の
名
誉
市
民
は
三
尾
良
次
郎

氏
、
故
藤
井
満
義
氏
に
つ
い
で
三
人
目

で
す
。

青
木
市
蔵
氏
の
功
績

　
大
正
十
四
年
五
月
、
日
向
市
の
前
身

で
あ
る
老
儒
町
の
議
会
議
員
に
当
選
し

て
か
ら
、
昭
和
四
十
二
年
五
月
ま
で
の

三
十
八
年
間
（
そ
の
間
十
二
年
間
は
議
，

会
議
長
）
地
方
議
会
の
議
員
と
し
て
在

職
さ
れ
、
地
方
自
治
の
確
立
、
公
共
の

福
祉
の
増
進
に
偉
大
な
貢
献
を
な
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
と
に
昭
和
二
十
六
年
四
月
一
日
、

日
向
市
制
施
行
に
際
し
て
は
、
つ
ね
に

住
民
の
先
頭
に
た
っ
て
旧
富
島
町
、
岩

脇
村
合
併
に
よ
る
広
域
行
政
の
必
要
性

を
説
き
、
不
屈
の
信
念
で
そ
の
実
現
に

つ
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
旧
富
島
町
全
域
を
う
る
お
す
用

　
水
源
確
保
に
必
要
な
耳
川
か
ら
の
分
水

　
と
、
か
ん
が
い
用
水
路
造
成
に
は
、
市

　
議
会
の
か
ん
が
い
用
水
路
対
策
特
別
委

　
員
長
と
し
て
全
精
根
を
傾
け
ら
れ
、
つ

　
い
に
こ
れ
を
完
成
さ
せ
、
農
地
の
開
発

　
と
併
行
し
て
商
工
業
の
振
興
に
つ
く
さ

　
れ
ま
し
た
。

　
　
な
お
日
向
、
延
岡
新
産
業
都
市
の
基

　
礎
条
件
と
な
る
、
細
島
臨
海
工
業
地
帯

　
整
備
事
業
の
着
手
前
後
に
は
、
、
い
ろ
い

　
ろ
な
難
題
も
山
積
み
し
て
い
ま
し
た

　
が
、
い
つ
れ
も
こ
れ
を
克
服
し
、
今
日

　
の
新
産
業
都
市
建
設
の
基
盤
の
確
立
に

　
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

9
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＊
職
員
定
数
を
四
五
八
人
に

　
年
ご
と
に
増
え
る
行
政
需
要
に
こ
た

え
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
職
員
定
数
四

百
三
十
三
人
を
四
百
五
十
八
人
に
改
め

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
と
め
ま
す
。

＊
交
通
遺
児
に
奨
学
金

　
日
向
市
奨
学
金
貸
付
基
金
条
例
の
一

部
が
改
正
さ
れ
、
交
通
遺
児
、
交
通
災

害
家
庭
の
子
弟
に
対
し
て
貸
付
け
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

＊
助
産
費
を
一
万
円
ア
ツ
ブ

　
日
向
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
被
保
険
者
へ
の
助
産
費

の
支
給
が
、
こ
れ
ま
で
の
二
千
円
か
ら

一
万
円
に
引
き
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

＊
「
八
十
才
半
ら
敬
老
年
金

　
日
向
市
敬
老
年
金
の
支
給
年
齢
は
、

こ
れ
ま
で
八
十
五
才
か
ら
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
れ
が
八
十
才
に
引
き
下

げ
ら
れ
ま
し
た
。

＊
入
居
条
件
を
緩
和

　
市
営
住
宅
の
入
居
資
格
と
し
て
、
収

入
基
準
を
第
一
種
住
宅
に
つ
い
て
は
四

万
円
以
下
、
第
二
種
住
宅
に
つ
い
て
は

二
万
四
千
円
以
下
と
し
て
い
ま
し
た
が

勤
労
者
の
収
入
も
増
加
し
、
第
二
種
住

宅
に
入
居
で
き
る
低
所
得
者
が
減
少
し

ま
し
た
の
で
、
入
居
条
件
の
幅
を
広
ろ

げ
、
収
入
基
準
を
第
一
種
住
宅
に
つ
い

て
は
四
万
六
千
円
に
、
第
二
種
住
宅
に

つ
い
て
は
二
万
七
千
円
以
下
に
改
め
ま

し
た
。

、
＊
曾
根
を
区
画
整
哩

　
細
島
新
財
市
線
を
根
幹
と
し
た
都
市
・

施
設
の
整
備
や
土
地
利
用
の
効
率
化
を

は
か
り
、
健
全
な
市
街
地
の
発
展
を
は

か
る
た
め
、
こ
と
し
か
ら
曾
根
地
区
の

区
画
整
理
を
す
す
め
ま
す
。

そ
の
た
め
に
必
要
な
曾
根
地
区
の
土
地

区
画
整
理
事
業
施
行
条
例
も
制
定
さ
れ

ま
し
た
。
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昭
和
四
十
六
年
度
の
予
算
が
、
一
般

会
計
、
特
別
会
計
を
合
わ
せ
て
総
額
二

十
億
九
千
二
百
万
円
と
決
ま
り
ま
し
た

　
こ
の
予
算
が
、
こ
れ
か
ら
一
年
間
町

づ
く
り
に
、
暮
ら
し
の
向
上
に
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
る
の
か
、
予
算
書
の
中
か

ら
主
な
も
の
を
ひ
ろ
っ
て
ご
紹
介
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

＼

はこう使われます

福
祉
の
向
上
に
霧
…
…
…

お
と
し
よ
り
の
た
め
に
＊
市
内
の
老
人

ク
ラ
ブ
や
寝
た
き
り
老
人
の
お
世
話
を

す
る
家
庭
奉
仕
員
へ
の
補
助
金
一
〇
六

万
円
。
市
内
の
八
十
才
以
上
の
お
と
し

よ
り
に
さ
し
あ
げ
る
敬
老
年
金
＝
一

万
円
。
ま
た
市
の
老
人
福
祉
施
設
「
ひ

ま
わ
り
寮
」
に
入
所
し
て
お
ら
れ
る
人

た
ち
の
た
め
の
費
用
二
、
二
七
二
万
円

が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

身
体
障
害
者
の
幸
わ
せ
に
＊
市
内
の
身

体
障
害
者
や
精
神
薄
弱
児
が
、
一
日
も

早
く
更
生
す
る
た
め
の
費
用
と
扶
助
料

三
三
一
万
円
。

　
ま
た
こ
う
し
た
人
た
ち
の
お
世
話
や

相
談
相
手
に
な
っ
て
く
れ
る
人
た
ち
へ

の
補
助
金
三
一
万
円
も
組
ま
れ
ま
し
た

す
ご
や
か
に
育
つ
よ
う
に
＊
子
ど
も
が

す
こ
や
か
に
育
つ
た
め
の
児
童
福
祉
費

（
民
生
費
）

が
、
総
額
五
、
六
〇
〇
万
円
組
ま
れ
ま

し
た
。
主
な
も
の
は
市
内
の
六
ヵ
所
の

私
立
保
育
園
と
三
つ
の
市
立
保
育
所
に

入
所
し
て
い
る
五
七
〇
名
の
園
児
の
保

育
費
五
、
三
一
六
万
円
で
す
。

母
子
家
庭
の
た
め
に
＊
母
子
家
庭
の
生

活
向
上
と
、
母
子
家
庭
が
経
済
的
に
自

立
し
て
行
け
る
た
め
の
、
無
利
子
の
生

活
つ
な
ぎ
貸
付
金
な
ど
六
〇
万
円
も
組

ま
れ
ま
し
た
。

恵
ま
れ
な
い
人
の
た
め
に
＊
市
内
に
は

い
ま
、
家
庭
環
境
に
恵
ま
れ
な
い
保
護

家
庭
が
五
二
〇
世
帯
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
人
た
ち
の
自
立
更
生
を
た
す

け
る
た
め
の
、
生
活
、
住
宅
、
医
療
、

教
育
な
ど
の
扶
助
費
が
二
億
一
、
六
〇

八
万
円
組
ま
れ
ま
し
た
。

　　

@　

f

鉱
餓

こ
と
し
は
一
、
五
〇
〇
万
円
市
中
銀
行
に
預
託
し
、
事
業
資
金
、
運
転
資
金
と
し

て
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
原
町
商
店
会
街
灯
設
置
補

助
金
な
ど
商
工
振
興
の
た
め
の
補
助
金
五
〇
〇
万
円
も
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

観
光
に
カ
コ
ブ
＊
観
光
費
は
昨
年
度
よ
り
三
〇
〇
万
円
増
や
し
、
．
七
三
五
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。
主
な
も
の
は
、
市
内
の
公
園
整
備
と
公
衆
便
所
の
建
設
費

四
七
〇
万
円
な
ど
。

国
づ
く
り
・
国
づ
く
り
霧
（
土
木
・
労
働
費
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
曽
根
の
区
画
整
理
に
も
着
工

ま
す
。
‘

六
〇
戸
の
住
宅
を
＊
引
の
続
き
月
知
屋

櫛
の
山
に
九
、
二
五
六
万
円
で
市
営
住

宅
六
〇
戸
を
建
設
し
ま
す
、

　
町
づ
く
り
・
黒
づ
く
り
に
必
要
な
土

木
費
が
、
こ
と
し
は
一
億
七
、
八
○
○

万
円
組
ま
れ
ま
し
た
。
主
な
も
の
は
、

橋
・
道
路
建
設
に
＊
御
鉾
が
丁
台
の
道

路
改
良
、
米
の
山
線
の
一
部
舗
装
な
ど

一
般
道
路
の
舗
装
改
良
に
八
五
八
万
円

　
橋
の
維
持
補
修
に
二
三
二
万
円
、
部

落
道
舗
装
の
資
材
費
七
〇
八
万
円
。
平

岩
の
日
豊
線
を
横
断
す
る
こ
線
橋
の
建

設
や
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
の
建
設
な
ど
交
通
安
全
施
設
に
四
〇

〇
万
円
な
ど
。

ま
た
、
失
業
対
策
事
業
で
市
道
を
タ
ー

ル
舗
装
（
延
長
五
、
0
0
0
諸
）
す
る
費

用
四
、
五
七
九
万
円
も
組
ま
れ
て
い
ま

す
。曾
根
地
区
を
区
画
整
理
＊
こ
と
し
か
ら

新
た
に
曾
根
地
区
の
区
画
整
理
事
業
を

は
じ
め
ま
す
。
　
そ
の
た
め
の
費
用
四
、

二
〇
〇
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
原
町
地
区
の
都
市
下
水
建
設
に

一、

�
Z
〇
万
円
、
　
草
場
大
曲
線
の
舗

装
改
良
費
に
三
、
○
○
○
万
円
、
亀
崎

土
地
区
画
整
理
事
業
費
と
し
て
一
、
二

六
〇
万
円
、
原
春
土
地
区
画
に
五
〇
〇

万
円
、
城
山
墓
地
公
園
整
備
に
二
〇
〇

万
円
、
東
部
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業

に
二
、
八
三
四
万
円
が
あ
げ
ら
れ
て
い

生
命
・
財
産
の
ま
も
り

　
　
　
　
　
霧
…
（
消
防
費
）

　
消
防
費
は
、
昨
年
度
よ
り
一
、
六
〇

六
万
円
多
い
、
六
、
八
二
二
万
円
が
あ

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
主
な
も
の
は
東
分
署
用
地
購
入
費
二

五
〇
万
円
。
防
火
水
槽
建
設
費
一
六
八

万
円
。
消
防
自
動
車
購
入
費
二
八
五
万

円
。
小
型
動
力
ポ
ン
プ
と
こ
れ
を
積
む

自
動
車
購
入
費
二
一
八
万
円
な
ど
。

教
育
と
文
化
の
向
上
に
攣
…
…
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
も
建
設

九
九
七
万
円
。
美
セ
津
申
学
校
の
危
険

校
舎
改
築
に
一
、
一
八
四
万
円
。

ま
た
塩
見
小
、
美
々
津
小
、
細
島
小
学

校
の
運
動
場
用
地
取
得
費
に
八
七
四
万

円
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

財
光
寺
に
運
動
公
園
＊
こ
と
し
の
十
月

オ
ー
プ
ン
を
め
ざ
し
て
、
財
光
寺
尻
無

川
に
市
民
の
体
力
向
上
の
場
、
運
動
公

園
を
一
、
二
九
一
万
円
で
建
設
し
ま
す
。

　
そ
の
他
の
特
別
会
計

　
こ
の
ほ
か
の
特
別
会
計
に
は
、
と
畜

場
特
別
会
計
に
七
二
万
円
。
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
に
二
十
七
、
七
四

一
万
円
、
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
に

三
、
六
七
五
万
円
が
組
ま
れ
ま
し
た
。

　
保
険
事
業
特
別
会
計
の
う
ち
で
主
な

も
の
は
、
被
保
険
者
が
医
療
機
関
に
か

か
っ
た
と
き
給
付
さ
れ
る
療
養
給
付
金

二
思
夫
、
九
〇
〇
万
円
な
ど
で
す
。

　
教
育
施
設
の
整
備
な
ど
人
づ
く
り
に

は
、
こ
と
し
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、

予
算
も
大
巾
ア
ッ
プ
、
昨
年
度
よ
り
約

八
、
○
○
○
万
円
多
い
、
三
二
一
、
○
○

○
万
円
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

学
校
建
設
に
＊
財
光
寺
小
学
校
の
校
舎

増
築
に
一
、
九
五
八
万
円
。
、
平
岩
小
学

校
屋
内
運
動
場
建
設
に
一
、
六
〇
三
万

円
。
　
日
向
中
学
校
の
校
舎
増
築
に
一
、

（
教
育
費
）

教
養
を
高
め
る
た
め
に
＊
昨
年
度
は
、

約
三
、
九
〇
〇
万
円
で
、
市
内
で
働
く

勤
労
青
少
年
の
た
め
に
、
体
育
セ
ン
タ

ー
を
建
設
し
ま
し
た
が
、
こ
と
し
は
教

養
を
高
め
る
場
と
し
て
、
研
修
室
、
料

理
講
習
室
、
娯
楽
対
話
室
な
ど
備
え
た

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
を
三
、
七
三
三
万

円
で
建
設
し
ま
す
。

交
通
・
公
害
対
策
な
ど
…
…
…
雛
（
総
務
費
）

　
市
役
所
職
員
の
人
件
費
一
億
五
、
五

三
九
万
円
の
ほ
か
、
文
書
広
報
費
二
七

八
万
円
。
市
の
財
産
管
理
費
一
、
〇
六

九
万
円
。
交
通
、
公
害
対
策
に
二
九
六

万
円
な
ど
。

　
こ
の
ほ
か
新
ら
し
い
も
の
で
は
、
こ

の
四
月
で
日
向
市
が
満
二
十
周
年
を
迎

え
ま
し
た
の
で
、
こ
の
記
念
事
業
費
五

九
六
万
円
、
県
知
事
、
県
議
会
議
員
、

市
議
会
議
員
な
ど
の
選
挙
の
た
め
の
費

用
七
一
二
万
円
。
事
務
の
合
理
化
と
計

算
事
務
を
よ
り
正
確
に
行
な
う
た
め
の

小
型
電
子
会
計
機
の
購
入
費
二
六
九
万

円
な
ど
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
　
、

市
議
会
の
費
用
雛
…
（
議
会
費
）

　
市
議
会
議
員
の
報
酬
や
市
議
会
事
務

局
員
の
給
料
な
ど
三
、
三
九
三
万
円
。

環
境
を
き
れ
い
に
し

　
　
健
康
を
ま
も
る
籔
…
…
…

病
気
を
防
ぐ
＊
結
核
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
、
日
本
脳
炎
な
ど
の
伝
染
病
を
防
い

で
、
市
民
の
健
康
を
ま
も
る
費
用
が

一、

Z
五
〇
万
円
組
ま
れ
ま
し
た
。

生
活
環
境
を
き
れ
い
に
＊
ま
た
こ
う
し

た
伝
染
病
の
仲
介
を
す
る
ハ
エ
、
カ
、

ネ
ズ
ミ
な
ど
の
害
虫
を
退
治
し
、
さ
ら

に
発
生
源
に
な
る
ド
ブ
、
下
水
溝
を
消

（
衛
生
費
）

毒
す
る
た
め
の
環
境
衛
生
費
四
一
〇
万

円
も
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
の
な
い
町
＊
一
般
家
庭
か
ら
で
る

一
日
の
ゴ
ミ
の
量
は
三
十
ト
・
前
後
、
こ

の
ゴ
ミ
を
な
く
し
て
清
潔
な
町
に
す
る

た
め
の
費
用
と
、
し
尿
処
理
費
用
が
総

額
三
、
九
五
三
万
円
。

　　

Y
業
を
盛
ん
に
雛
…
（
農
林
水
産
・
商
工
費
）

　
　
　
　
農
道
舗
装
や
林
道
新
設
も

農
業
振
興
の
た
め
に
＊
水
稲
ウ
イ
ル
ス
病
防
除
農
薬
補
助
金
な
ど
、
農
業
振
興

費
四
七
二
万
円
。
大
規
模
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
費
に
三
三
一
万
円
。

　
ま
た
、
こ
と
し
の
農
道
事
業
の
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
と
、
塩
見
笹

河
か
ら
平
岩
秋
留
に
通
ず
る
第
二
農
免
道
路
の
建
設
費
一
五
二
万
円
。

　
百
町
原
、
奥
野
地
区
の
農
道
一
、
＝
一
摺
の
舗
装
費
六
四
四
万
円
。
西
川
内

ほ
か
二
路
線
、
延
長
三
、
六
〇
〇
材
を
舗
装
す
る
受
託
事
業
費
と
し
て
一
、
○
八

○
万
円
。
ま
た
百
町
原
用
水
路
三
六
〇
材
を
改
修
す
る
費
用
四
六
五
万
円
も
組

ま
れ
て
い
ま
す
。

林
道
の
新
設
も
＊
松
く
い
虫
防
除
費
に
四
八
○
万
円
。
市
有
林
の
造
林
費
に
九

四
一
万
円
。
ま
た
小
原
林
道
三
、
○
○
○
諸
を
建
設
す
る
た
め
の
費
用
二
、
○
〇

六
万
円
も
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

魚
族
の
繁
殖
を
＊
と
る
漁
業
か
ら
繁
殖
さ
せ
る
漁
業
へ
、
そ
の
た
め
の
費
用
と

し
て
、
魚
の
ア
パ
ー
ト
（
魚
礁
）
の
建
設
費
二
一
六
万
円
9
漁
業
振
興
対
策
補
助

金
な
ど
三
二
五
万
円
を
計
上
。

商
工
業
の
育
成
に
＊
中
小
企
業
の
育
成
振
興
を
目
的
と
し
た
小
口
融
資
金
を
、

（単位千円）

入）（歳出｝（蔵

科　　　　　　　　　目 46年度当初予算 科　　　　　　　　目 46年度当初予算

1．議　　　会　　　　費 33，934 1．市　　　　　　　　税 ．505，405

2．総　　　務　　　費 233，934 2．地　方　譲　与　税 14．，788

3．民　　　　生　　　費 336，375 3．自動車取得税交付金 11，000

4．衛　　　生　　　費 75，441 4．地　方　交　付　税 482，000

5。労　　　働　　　費 45，797 5，交通安全対策特別交付金 1，500

’6．農林水産業費 129，068 6．分担金及び負担金 17，625

7．商　　　工　　　費 53，729 7．使用料及び手数料 8，854

一
　
　
般
　
　
会
　
　
計

8．土　　　木　　　費 178，689

一
般
会
計

8．国　庫　支　出　金 353，292

9．消　　　防　　　費 68，225 9．県　支　　出　金 57，169

10．教　　育”費 310，565 10．財　　産　　収　　入
56，612　　一　　　　　．

11．災　害　復　旧　費 3 11．寄　　　附　、　金 1，990

12．公　　　債　　　費　　．

110，683 12．繰　　　入　　　金 2，000

13．諸　　支　　出　　金 66，790 13．繰　　　越　　　金 1

14．予　　　備　　　費 1，500 τ4．諸　　　収　　　　入 57，496

計 1，644，733 15．市　　　　　　　　債 75，001

公　営　住　宅’事　業 104257 計 茸，644，733

東部第2日目区画整理寧業 28，343 公　営　住　宅　事　業 104，257

土　地　開　発　事　業 0 東都第2土地区画整理事業 28，343特
別
会
計

と　　畜　　場　　事　　業 726 土　地　開　発　事　業 0

国民健康保険事業 277，413

特
別
会
計

．と　　畜　　場　　事　　業 726

農　業　共　済　事　業 36，755 国民健康保険事業 277，413

農　業　共　済　事　業 36，755

計 447，494
「 計 447，494

一般会計の予算の伸び

46

14億700万円
4
5
■

10億3，700万円

個

9億7，100万円
43

2」600万円842

N

、
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◎
琳
婿
匝
で
盛
大
に
記
念
式
典

自
治
功
労
者
な
ど
に
感
謝
状
を
贈
呈

　
美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た
私
た
ち
の

日
向
市
は
、
四
月
一
日
で
市
制
施
行
二

十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
の
で
、
こ
の
記

念
式
典
が
同
日
午
前
九
時
半
か
ら
市
役

所
南
側
に
完
成
し
た
勤
労
青
少
年
体
育

セ
ン
タ
ー
で
、
市
内
外
の
関
係
者
お
よ

そ
六
百
人
が
出
席
し
て
行
な
わ
れ
、
三

人
め
の
名
誉
市
民
と
な
ら
れ
た
青
木
市

蔵
さ
ん
（
七
十
四
才
“
堀
一
方
）
へ
名

誉
市
民
証
書
な
ら
び
に
同
年
金
証
書
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
自
治
功
労
者

や
産
業
経
済
功
労
の
あ
っ
た
七
団
体
五

十
二
人
に
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
、
つ
づ
い
て
国
会
議
員
や
知
事
、
県

市
長
会
か
ら
の
祝
辞
を
い
た
だ
い
て
盛

大
の
う
ち
に
終
り
ま
し
た
。

　
日
向
市
は
、
昭
和
二
十
六
年
四
月
一

日
に
旧
富
島
町
と
旧
岩
脇
村
が
合
併
し

て
市
制
を
施
行
し
、
県
内
六
番
め
の
市

と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

　
当
時
は
、
人
口
三
一
、
七
三
三
人
、

面
積
一
〇
〇
平
方
キ
ロ
の
小
さ
な
町
で

し
た
が
、
翌
二
十
七
年
か
ら
本
県
経
済

開
発
の
突
破
口
と
し
て
、
竹
島
地
区
に

臨
海
工
業
地
帯
の
造
成
が
始
ま
り
、
ま

た
、
日
本
で
始
め
て
の
ア
ー
チ
式
ダ
ム

の
建
設
等
も
は
じ
ま
っ
て
、
人
口
は
徐

々
に
増
加
し
、
さ
ら
に
昭
和
三
十
年
一

月
一
日
に
は
児
湯
郡
美
喫
津
町
を
編
入

し
て
人
口
三
八
、
六
三
三
人
、
面
積
も

一
一
六
・
一
八
平
方
キ
ロ
に
な
り
ま
し

た
。　
一
方
、
臨
海
工
業
地
帯
の
造
成
事
業

も
順
調
に
進
行
し
、
こ
れ
に
伴
っ
て
三

十
年
秋
ご
ろ
か
ら
パ
ル
プ
や
繊
維
工
業

の
進
出
希
望
が
殺
到
し
、
さ
ら
に
翌
三

十
一
年
秋
ご
ろ
か
ら
九
州
の
電
力
事
情

の
好
転
と
と
も
に
合
金
鉄
や
金
属
工
業

の
進
出
希
望
も
相
次
ぎ
、
当
地
域
の
開

発
は
大
い
に
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
後
、
業
界
事
情
の
悪
化
等

に
よ
っ
て
実
現
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、
昭
和
三
十
五
年
ご
ろ
か
ら

景
気
が
好
転
し
て
、
三
十
七
年
五
月
に

　
　
　
　
　
　
　
ム

　
　
　
　
　
　
　
蝿

は
国
土
の
均
衡
あ
る
開
発
と
国
民
経
済

の
発
展
を
促
進
す
る
た
め
の
新
産
業
都

市
建
設
促
進
法
が
制
定
さ
れ
、
三
十
九

年
一
月
三
十
日
に
日
向
、
延
岡
地
区
な

ど
全
国
十
二
地
区
が
新
産
都
市
に
指
定

さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
以
後
、
国
民
経
済
の
高
度
成
長
に
伴

っ
て
、
工
場
誘
致
も
順
調
に
進
み
、
人

口
も
四
八
、
〇
二
九
人
（
三
月
一
日
現

在
）
と
増
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
新
し
い
産
業
都
市
の
建
設

を
め
ざ
し
て
、
教
育
施
設
の
充
実
、
町

づ
く
り
の
推
進
、
経
済
基
盤
の
整
備
等

も
着
々
と
進
み
、
南
九
州
に
お
け
る
経

済
開
発
の
拠
点
と
し
て
確
実
に
伸
展
を

続
け
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
懸
案
の
関
東
首
都
圏
を
結
ぶ

長
距
離
フ
ェ
リ
ー
も
就
航
し
、
今
秋
に

は
関
西
経
済
圏
と
結
ぶ
フ
ェ
リ
ー
の
就

航
も
決
ま
る
な
ど
、
九
州
の
新
し
い
海

の
玄
関
と
し
て
、
さ
ら
に
は
、
日
本
の

食
糧
供
給
基
地
、
観
光
レ
ク
リ
エ
：
シ

ヨ
ン
基
地
と
し
て
脚
光
を
旧
び
、
こ
ん

ご
の
発
展
が
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
り
ま
す
。

写
真
は
盛
大
に
行
な
わ
れ
た
記
念
式
典
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日
は
二
十
五
日

二

酬り
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さ
き
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
県
知
事
、

県
議
会
選
挙
で
は
、
有
権
者
は
男
一
万

四
千
七
十
二
人
、
女
一
万
六
千
三
百
七

十
一
人
、
合
計
三
万
四
百
四
十
三
人
で

　
投
票
率
は
男
七
八
・
四
一
響
、
女
七

八
・
八
○
響
、
平
均
七
八
・
六
二
響
で

県
全
体
の
投
票
率
八
○
・
四
二
軒
を
下

ま
わ
り
ま
し
た
。

　
と
く
に
男
の
か
た
と
、
若
い
年
齢
層

の
棄
権
率
が
高
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
こ
ん
ど
の
市
議
会
議
員
選
挙
は
、
投

票
日
が
二
十
五
日
で
す
。
身
ぢ
か
な
選

挙
だ
け
に
、
そ
の
良
し
悪
し
は
明
日
か

ら
の
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
直
接
影
響

し
て
き
ま
す
。

　
前
回
の
投
票
率
を
大
き
く
上
ま
わ
ら

せ
る
た
め
に
も
、
全
員
投
票
し
て
く
だ

さ
い
。

＊
入
場
券
に
書
い
て
あ
る
投
票
所

へ　
入
場
券
は
す
で
に
お
手
も
と
に
届
い

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
あ
な
た

の
投
票
所
は
入
場
券
に
書
い
て
あ
る
と

こ
ろ
で
す
。
そ
れ
以
外
の
投
票
所
で
は

　
　
　
㍉

　
　
1

’

投
票
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
入
場
券
を
よ

く
確
か
め
て
か
ら
お
で
か
け
く
だ
さ
い

＊
投
票
時
間
は
七
時
↓
六
時

　
投
票
時
間
は
前
回
と
同
じ
午
前
七
時

か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
。

　
こ
の
時
間
内
に
入
場
券
を
持
っ
て
お

で
か
け
く
だ
さ
い
。

　
も
し
入
場
券
を
な
く
し
た
場
合
で
も

投
票
所
で
係
員
に
話
せ
ば
投
票
で
き
ま

す
。
投
票
用
紙
に
候
補
者
氏
名
を
は
っ

き
り
書
い
て
く
だ
さ
い
。

＊
字
が
書
け
な
く
て
も

　
体
が
不
自
由
だ
っ
た
り
、
字
が
書
け

な
く
て
、
自
分
で
投
票
で
き
な
い
場
合

投
票
所
の
係
員
が
か
わ
っ
て
書
い
て
く

れ
ま
す
の
で
、
投
票
所
で
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

＊
点
享
投
票
も
で
き
ま
す

　
目
が
見
え
な
い
か
た
で
も
、
点
字
の

で
き
る
か
た
は
、
点
字
で
投
票
で
き
ま

す
。
点
字
器
、
点
字
投
票
用
紙
は
投
票

所
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

＊
不
在
者
投
票
は
前
日
ま
で

　
投
票
日
に
、
や
む
を
得
な
い
事
情
で

投
票
所
に
で
か
け
ら
れ
な
い
人
は
、
投

票
日
の
前
に
「
不
在
者
投
票
」
が
で
き

ま
す
。
不
在
者
投
票
は
、
投
票
日
の
前

日
二
十
四
日
ま
で
毎
日
（
午
前
八
時
半

か
ら
午
後
五
時
）
選
挙
管
理
委
員
会
で

受
け
つ
け
て
い
ま
す
。

＊
こ
ん
な
投
票
は
無
効
で
す

．
定
め
ら
れ
た
投
票
用
紙
以
外
の
用
紙

を
使
っ
た
も
の
・
候
補
者
以
外
の
人
の

名
前
を
書
い
た
も
の
・
二
人
以
上
の
候

補
者
の
名
前
を
書
い
た
も
の
・
候
補
者

の
名
前
の
ほ
か
に
余
分
な
も
の
を
書
い

た
も
の
・
だ
れ
に
投
票
し
た
か
わ
か
ら

な
い
も
の
。

　
市
制
二
十
周
年
を
記
念
し
て
、
市
内

で
は
じ
め
て
の
テ
レ
ビ
公
開
の
ど
自
慢

大
会
が
、
さ
る
四
日
勤
労
青
少
年
体
育

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
出
場
者
は
、
応
募
者
約
二
百
人
の
中

か
ら
予
選
を
通
過
し
た
二
十
二
人
で
、

市
内
財
光
寺
の
黒
木
鉄
志
さ
ん
ら
六
人

が
み
じ
と
三
つ
の
鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た

　
ま
た
、
こ
の
大
会
に
は
歌
手
の
村
田

英
雄
、
日
吉
ミ
ミ
ご
両
人
も
ゲ
ス
ト
と

し
て
出
場
し
、
千
五
百
人
を
越
す
入
場

者
か
ら
盛
ん
な
拍
手
を
受
け
ま
し
た
。

　
二
番
目
の
歩
道
橋

　
平
岩
小
学
校
前
に
つ
い
で
、
市
内
で

二
番
目
の
横
断
歩
道
橋
が
財
光
寺
沖
の

原
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
工
事
費
六
百
五
十
万
円
で
建
設
省
延

岡
維
持
出
張
所
が
建
設
し
た
も
の
で
す

こ
の
横
断
歩
道
橋
が
完
成
し
た
と
こ
ろ

は
、
財
光
寺
往
還
、
切
島
山
両
地
区
の

よ
い
子
が
、
十
号
線
を
横
切
っ
て
通
学

し
て
い
た
と
こ
ろ
で
、
子
ど
も
の
交
通

事
故
も
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
安
心
し
て
通
学
で
き
ま

す
。

　
　
一
番
大
き
な
体
育
館

　
市
内
で
一
番
大
き
な
体
育
館
「
勤
労

青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
、
さ

る
八
日
に
落
成
開
所
式
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
体
育
館
は
、
工
費
三
千
九

百
七
十
二
万
円
で
建
設
さ
れ
た
も
の
で

働
く
青
少
年
の
み
な
さ
ん
の
体
位
の
向

上
と
、
健
全
な
社
会
性
を
身
に
つ
け
、

明
日
へ
の
勤
労
意
欲
を
つ
ち
か
う
た
め

利
用
し
て
い
た
だ
く
施
設
で
す
。

　
毎
週
月
曜
日
は
休
館
し
ま
す
が
、
そ

れ
以
列
は
い
つ
で
も
開
放
さ
れ
て
い
ま

す
。

瀦
鷺
を
滋
5
て
・
わ
だ
“
を
お
づ
て
・
ヲ
ダ
イ
ヲ
毒
ツ
テ

　
　
　
　
　
焼
却
能
力
を
倍
に

　
市
で
は
、
財
光
寺
赤
岩
川
尻
に
あ
る
ゴ
ミ
焼
却
場
の
増
設
を
工
費
九

百
七
十
万
円
で
す
す
め
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
焼
却
能
力
は
一
日
十
一
ト
ン
。
こ
ん
ど
の
増
設
で
倍
の
二

十
ニ
ト
ン
に
な
り
、
市
内
か
ら
で
る
燃
え
る
ゴ
ミ
は
全
部
こ
こ
で
処
理
で

き
ま
す
。

　
ま
た
新
焼
却
炉
に
は
、
公
害
防
止
の
た
め
の
洗
煙
槽
が
と
り
つ
け
ら

れ
、
煙
突
か
ら
で
る
バ
イ
煙
は
す
べ
て
シ
ヤ
ソ
ト
ア
ウ
ト
し
ま
す
。

噂

ラ
ッ
シ
ュ
時
は
避
け
る

正
し
い
電
話
の
五
つ
の
利
用
法

　
最
近
と
く
に
夜
間
に
お
け
る
通
話
が

一
時
的
に
集
中
す
る
傾
向
に
あ
り
、
そ

の
た
め
必
要
な
と
き
に
必
要
な
通
話
が

で
き
な
い
場
合
も
し
ば
し
ば
で
す
。

　
こ
れ
は
電
話
料
金
の
夜
間
割
引
き
の

範
囲
が
十
分
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
り

ま
た
ダ
イ
ヤ
ル
通
話
に
も
夜
間
割
引
き

の
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
か
た
が
相
当

数
あ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
市
外
通
話
は
ラ
ッ
シ
ュ
ど
き
を
避
け

る
な
ど
、
正
し
い
電
話
の
利
用
法
を
考

え
ま
し
ょ
う
。

＊
市
桝
電
話
は
ダ
イ
ヤ
ル
で
。

　
電
話
は
自
分
の
好
き
な
と
き
に
、
直

ち
に
相
手
と
話
し
が
で
き
て
こ
そ
真
価

が
は
っ
き
さ
れ
ま
す
。
ダ
イ
ヤ
ル
市
列

通
話
は
、
そ
の
要
望
に
よ
っ
て
開
発
さ

れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
市
外
通
話
は
、

秒
刻
み
に
よ
る
料
金
計
算
を
行
な
い
ま

す
の
で
「
一
〇
〇
番
通
話
」
よ
り
割
安
で

す
。
た
だ
し
貸
電
話
、
借
電
話
な
ど
の

よ
う
に
料
金
の
通
知
が
必
要
な
場
合
は

　
一
〇
〇
番
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

＊
ラ
ソ
シ
ュ
ど
き
を
避
け
よ
う
。

　
市
U
外
通
話
の
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
；
は
、

夜
八
時
か
ら
十
時
ま
で
で
、
こ
れ
は
昼

間
の
一
番
混
ん
で
い
る
九
時
か
ら
十
時

ま
で
よ
り
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
間
帯
が
混
む
の
は
夜
間
割
引
き

’
釦
度
（
夜
八
時
か
ら
翌
朝
七
時
ま
で
は

通
話
の
料
金
が
割
安
に
な
り
、
直
接
ダ

　
イ
ヤ
ル
で
市
列
通
話
さ
れ
る
場
合
は
七

円
で
お
話
し
で
き
る
秒
数
が
昼
間
よ
り

長
く
な
る
）
の
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
が

こ
の
制
度
が
適
用
さ
れ
る
の
は
六
十
キ
。

以
上
（
日
向
局
管
内
の
場
合
、
都
城
、

熊
本
、
佐
伯
以
遠
）
の
局
で
す
。

　
で
す
か
ら
割
引
き
が
き
か
ず
、
他
の

時
間
で
も
間
に
合
う
通
話
は
、
な
る
べ

く
こ
の
時
間
帯
を
避
け
る
の
が
上
手
な

電
話
の
か
け
か
た
で
す
。

＊
ダ
イ
ヤ
ル
は
メ
モ
を
見
な
が
ら

　
不
正
確
な
ダ
イ
ヤ
ル
は
先
方
の
迷
惑

に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
あ
な
た
ご
自

身
が
料
金
を
損
を
し
ま
す
。

ダ
イ
ヤ
ル
は
メ
モ
を
見
な
が
ら
正
確
に

し
ま
し
よ
う
。

＊
書
き
抜
き
帳
の
ご
利
用
を

　
電
話
番
号
は
書
き
抜
き
帳
を
上
手
に

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
取
引
き
先
や
知

人
の
電
話
番
号
、
ま
た
一
〇
四
番
で
聞

い
た
番
号
を
こ
れ
に
控
え
て
お
き
ま
す

と
、
つ
ぎ
に
か
け
る
と
き
は
一
〇
四
番

に
聞
く
よ
り
早
く
用
が
足
せ
ま
す
。

＊
〃
あ
と
料
金
〃
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

　
地
域
集
団
電
話
か
ら
の
市
外
通
話
の

料
金
が
知
り
た
い
と
き
は
、
〃
あ
と
料

金
〃
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
、
そ

し
て
通
話
が
終
り
ま
し
た
ら
受
話
器
を

も
っ
た
ま
ま
〃
0
”
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て

く
だ
さ
い
。
取
扱
者
が
す
ぐ
で
て
料
金

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
あ
と
で
お
聞
き

に
な
る
と
通
話
に
手
間
ど
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
電
報
電
話
局
）

ね
ず
み
く
じ
当
選
番
号

　
さ
き
に
行
な
い
ま
し
た
、
ね
ず
み
と

り
運
動
の
当
り
く
じ
の
番
号
が
つ
ぎ
の

と
お
り
き
ま
り
ま
し
た
。

当
選
番
号
を
お
持
ち
の
か
た
は
、
印
か

ん
を
も
っ
て
五
月
十
日
ま
で
に
市
保
険

衛
生
課
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
当
選
番
号
（
下
三
ケ
タ
）
三
七
二
、

四
〇
六
、
四
三
九
、
五
三
八
、
八
九
六
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善
行
児
童
を
表
彰

　
　
こ
と
し
の
善
行
児
童
生
徒
の
表
彰
式

　
が
、
さ
る
三
月
十
六
日
午
後
三
時
か
ら

市
役
所
四
階
会
議
室
で
行
な
わ
れ
ま
し

　
た
。
学
業
成
績
も
す
ぐ
れ
、
家
庭
で
は

両
親
を
た
す
け
、
ま
た
兄
弟
の
め
ん
ど

　
う
を
よ
く
み
る
な
ど
、
表
彰
さ
れ
だ
よ

　
い
子
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
・

　
三
元
誠
也
（
日
知
屋
小
六
年
）
、
柏
田

尚
子
（
同
）
、
山
下
邦
夫
（
財
小
六
年
）
、

政
井
恭
子
（
同
）
、
児
玉
成
司
（
細
島
小

六
年
）
、
大
野
郁
子
（
同
）
、
黒
木
宏
（
塩

見
小
六
年
）
、
松
浦
久
子
（
同
）
、
黒
木

誠
一
（
平
岩
小
四
年
）
、
油
地
ひ
と
み

（
同
六
年
）
、
松
本
淳
（
幸
脇
小
六
年
）
、

柄
本
ひ
ろ
子
（
同
）
、
橋
口
昌
孝
（
過
小

六
年
）
、
村
中
一
枝
（
同
）
、
野
別
善
美

（
田
の
原
分
校
六
年
）
、
黒
木
源
志
（
富
中

三
年
）
、
福
沢
マ
ス
ミ
（
同
）
、
林
田
優

（
岩
申
二
年
）
、
松
葉
民
子
（
同
）
、
山
ロ

　
一
馬
（
美
申
二
年
）
、
岩
佐
操
（
同
三
年
）

金
本
昌
男
（
日
向
中
三
年
）
、
黒
木
京
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

（
同
）

　
　
補
欠
入
居
者
を
募
集

・
四
月
は
転
入
転
出
な
ど
異
動
の
多
い

月
で
す
。
現
在
、
市
営
住
宅
に
入
居
さ

れ
て
い
る
か
た
が
転
勤
さ
れ
る
な
ど
し

て
、
空
家
が
で
き
た
場
合
の
補
欠
入
居

者
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　
ご
希
望
の
か
た
は
、
期
間
内
に
市
役

所
管
財
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
募
集
期
間
1
1
四
月
十
日
か
ら
五
月
八

日
ま
で
。

＊
申
し
込
み
資
格
H
①
総
所
得
か
ら
勤

，
労
者
所
得
を
控
除
し
、
さ
ら
に
扶
養
家

、
族
一
人
に
つ
い
て
五
千
円
を
控
除
し
た

月
額
収
入
が
四
万
六
千
円
以
下
で
あ
る

こ
と
。
②
現
在
、
・
住
宅
に
困
っ
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
な
人
。
③
現
在
、
同
居

し
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
の

あ
る
人
。

　
な
お
収
入
報
告
に
つ
い
て
は
、
必
ず

源
泉
徴
収
票
を
そ
え
て
く
だ
さ
い
。

　
年
金
が
ス
ト
ツ
ブ
さ
れ
ま
す

　
七
十
才
か
ら
の
老
令
福
祉
年
金
を
受

け
て
お
ら
れ
る
か
た
は
、
毎
年
五
月
に

前
年
の
所
得
届
け
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
届
け
を
し

ま
せ
ん
と
九
月
期
か
ら
の
年
金
支
払
い

が
ス
ト
ッ
プ
き
れ
ま
す
。

　
つ
ぎ
の
日
程
で
、
市
年
金
係
員
が
各

地
区
を
巡
回
し
ま
す
の
で
、
そ
の
時
に

必
ず
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
持
参
す
る
も
の
は
①
公
務
扶
助
料
証

書
、
普
通
扶
助
料
証
書
、
国
民
年
金

　
（
老
令
福
祉
）
証
書
と
印
か
ん
で
す
。

　
五
月
六
、
七
、
八
、
十
、
十
一
、
十

二
、
十
三
日
1
1
市
役
所
車
庫
。
十
四
日

涯
細
島
支
所
。
十
七
日
1
1
岩
脇
支
所
。

十
八
日
睦
幸
脇
出
張
所
。
十
九
日
”
美

々
津
支
所
。

剣
道
・
ラ
グ
ビ
ー
な
ど

　
　
　
市
内
で
の
県
体
種
目

　
こ
と
し
の
第
二
十
五
回
県
民
体
育
大

会
は
、
五
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
五
日

ま
で
の
三
日
間
、
延
岡
の
西
階
球
場
を

主
会
場
に
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
日
向
市

で
も
、
ラ
グ
ビ
ー
、
剣
道
、
レ
ス
リ
ツ
‘

グ
な
ど
、
六
種
目
が
つ
ぎ
の
会
場
で
行

な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
も
多
数
ご
観
覧
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＊
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ー
－
富
島
中
学
校
、
日

　
知
屋
小
学
校
、
・
宮
崎
合
繊
、
日
向
製

ゴ
盗
読
の
各
グ
ラ
ン
ド
。

＊
剣
道
1
1
日
向
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ユ

＊
ラ
グ
ビ
ー
“
富
島
高
等
学
校
、
日
向

工
業
高
等
学
校
の
絡
ぎ
フ
ン
，
．

　
　
　
　
　
　
　
㎏

、

＊
卓
球
1
1
富
島
中
学
校
、
日
知
屋
小
学

　
校
の
各
体
育
館
。

＊
銃
剣
毒
筆
美
々
津
中
学
校
体
育
館
。

　
　
　
三
才
児
の
検
診

　
市
保
険
衛
生
課
が
、
い
ま
三
才
児
の

健
康
診
断
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
三
才
と
い
う
年
齢
は
コ
ニ
つ
子
の
た

ま
し
い
百
ま
で
し
と
い
う
よ
う
に
、
成

長
し
て
ゆ
く
う
え
で
も
っ
と
も
大
切
な

時
期
で
す
。

　
お
子
さ
ん
の
、
こ
の
大
切
な
時
期
の

健
康
状
態
、
発
育
状
態
、
歯
科
検
診
な

ど
を
行
な
っ
て
、
適
当
な
指
導
と
相
談

を
い
た
し
ま
す
。

三
半
以
上
、
四
才
ま
で
の
お
子
さ
ん
が

対
象
で
す
か
ら
ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
さ
い

　
侍
間
は
ど
の
会
場
も
午
後
一
時
か
ら

二
時
ま
で
。
こ
ん
ご
の
日
程
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
。

　
四
月
二
十
七
日
1
1
日
向
保
健
所
、
五

月
十
一
日
H
岩
脇
支
所
、
十
三
日

1
1
日
向
保
健
所
。

十
八
日
”
日
向
保
健
所

　
　
労
災
保
険
の
切
替
え

　
　
手
続
き
は
お
早
目
に

　
こ
と
し
も
労
災
保
険
料
報
告
書
の
提

出
と
、
保
険
料
の
納
付
の
時
期
に
な
り

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
、

宮
崎
労
働
基
準
局
で
は
、
労
災
保
険
の

適
用
を
受
け
て
い
る
事
業
場
に
対
し
て

　
昭
和
四
十
六
年
度
の
年
度
切
替
え
手

続
き
を
早
目
に
す
ま
せ
る
よ
う
、
つ
ぎ

の
と
お
り
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

＊
保
険
料
報
告
書
の
提
出
は
さ
五
月
十

五
巳
が
最
終
期
限
に
な
っ
て
い
ま
す
が

　
例
年
、
相
当
数
の
か
た
が
遅
れ
て
い

ま
す
。
こ
と
し
は
、
四
月
中
提
出
を
目
標

に
準
備
を
す
す
め
て
く
だ
さ
い
。

＊
報
告
書
の
作
成
は
、
事
業
所
あ
て
、

お
送
り
し
ま
し
た
「
事
業
主
の
み
な
さ

ま
へ
」
の
し
お
り
を
よ
く
読
ん
で
作
成

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
こ
の
し
お
り
に

記
入
し
て
あ
る
日
程
表
で
出
張
受
付
指

O

　
噂
も
行
な
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
＊
報
告
書
の
作
り
方
な
ど
わ
か
ら
な
い

　
と
き
は
、
ご
遠
り
よ
な
く
基
準
局
、
延

　
岡
労
働
基
準
監
督
署
に
お
た
ず
ね
く
だ

　
さ
い
。
ま
た
賃
金
台
帳
、
賃
金
月
別
集

　
計
表
、
工
事
台
帳
な
ど
ご
持
参
い
た
だ

　
け
れ
ば
、
係
員
が
作
成
の
お
手
伝
い
も

　
い
た
し
ま
す
。

　
　
は
か
り
の
定
期
検
査

　
　
毎
年
行
な
っ
て
い
る
計
量
器
（
は
か

　
り
）
の
定
期
検
査
を
、
こ
と
し
は
つ
ぎ

　
の
日
程
で
行
な
い
ま
す
。

　
は
か
り
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
か
た
は
、

も
れ
な
く
も
よ
り
の
場
所
で
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　
　
も
し
、
検
査
を
受
け
な
い
場
合
は
、

　
宮
崎
の
県
計
量
検
定
所
ま
で
行
っ
て
、

　
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り

ま
す
か
ら
、
ぜ
ひ
こ
の
巡
回
日
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
カ
ツ
コ
内
は
実
施
期
間
で
す
。

＊
日
程

　
五
月
十
日
臆
市
役
所
美
々
津
支
所
（
十

時
2
三
時
）
、
同
岩
脇
支
所
（
一
時
～

四
時
）
、
十
一
日
一
五
十
猛
神
社
（
九
～

三
時
）
、
農
協
塩
見
支
所
（
一
時
～
三

時
頃
、
十
二
日
臆
市
役
所
細
島
支
所
（
九

」
時
～
四
時
）
、
十
三
日
1
1
原
町
県
経
済

連
椎
茸
倉
庫
（
九
時
～
四
時
）
、
十
四

日
1
一
市
役
所
本
庁
車
舎
（
九
時
～
四
時
）

　
　
学
生
被
保
険
証
も
発
行

　
　
四
、
五
月
は
就
職
や
進
学
、
ま
た
転

勤
な
ど
異
動
の
多
い
時
期
で
す
。

　
　
み
な
さ
ん
の
ご
家
族
の
中
で
も
県
列

に
転
出
さ
れ
た
り
、
会
社
や
事
業
所
に

　
つ
と
め
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
他
の

健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
た
か
た
も
い
ら

　
つ
し
や
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
つ
な
か
た
は
、
．
現
在
、
交
付

、
し
て
い
ま
す
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
か
ら
、
名
前
を
削
除
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
手
続
き
を
し
ま
せ
ん
と
、
い
つ

ま
で
も
そ
の
か
た
の
分
ま
で
保
険
税
を

納
め
な
く
て
は
な
ち
な
く
な
り
ま
す
。

　
転
出
届
け
を
さ
れ
る
と
き
、
ま
た
他

の
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
＃
と
き
、
同

時
に
こ
の
手
続
き
も
市
役
所
窓
口
で
す

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
と
、

印
か
ん
を
持
っ
て
お
い
で
に
な
れ
ば
、

手
続
き
は
全
部
係
で
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
修
学
の
た
め
転
出
さ
れ
る
か

た
に
は
、
学
生
だ
け
に
通
用
す
る
被
保

険
者
証
も
発
行
で
き
ま
す
。
同
じ
よ
う

に
被
保
険
者
証
、
印
か
ん
、
必
要
書
類

（
在
学
証
明
書
、
身
分
証
明
書
な
ど
）
を

も
っ
て
保
険
衛
生
課
の
窓
口
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

　
犬
の
登
録
と
注
射

　
市
保
険
衛
生
課
が
、
こ
と
し
第
一
回

目
の
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
こ
の
日
程
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
。
カ
ツ
コ
内
は
実
施
時
筒
。

二
十
六
日
永
田
公
民
館
（
九
時
～
九
時

半
）
、
奥
野
公
民
館
（
十
時
～
十
一
時
）

二
十
七
日
南
日
向
公
民
館
（
九
時
半
～

十
一
時
半
）
、
二
十
八
日
幸
脇
公
民
館

（
九
時
半
～
十
一
時
）
、
三
十
日
美
々

津
支
所
（
九
時
半
～
十
二
時
）
、
五
月

四
日
市
役
所
（
九
時
半
～
十
二
時
）
。

湧鰯賜〃人ロ㎜㎜％

　　　　（4月1日現在）

　男　22．446人町易丈義

　女25．248人156人減

1計47．694人535二三

ミ世帯数

112982　・減…
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